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英国オリンピック・パラリンピック代表チームの事前キャンプ受入れについて
１ これまでの経緯 ４ 新型コロナウイルス感染症対策

５ 機運醸成に向けた取組・交流事業

３ 事前キャンプの運営サポート体制

・平成28年1⽉ 横浜市とともに英国のホストタウンとして登録
・平成29年3⽉ 横浜市、慶應義塾⼤学とともに、英国オリンピック委員会(BOA)との間で
事前キャンプ施設使⽤（川崎市︓等々⼒陸上競技場）に関する契約を締結

・平成31年4⽉ 英国パラリンピック委員会（BPA）と施設利⽤に関する契約の締結
・令和 2年6⽉ 東京2020⼤会が１年延期されたことに伴い、BOAとの契約を改訂
・令和 2年9⽉ 東京2020⼤会が１年延期されたことに伴い、BPAとの契約を改訂

２ 英国代表チーム川崎キャンプの実施概要

英国パラリンピック代表チーム
・事前キャンプ期間
令和3年8⽉14⽇(⼟)〜9⽉2⽇(⽊)
セットアップ期間 8⽉11⽇(⽔)〜13(⾦)

・受⼊れ競技︓陸上競技（8⽉11⽇〜29⽇）
・本市受⼊れ人数の想定
約100名（スタッフ含む）

英国オリンピック代表チーム
・事前キャンプ期間︓
令和3年7⽉8⽇(⽊)〜8⽉5⽇(⽔)
セットアップ期間 7⽉2⽇(⾦)〜7⽇(⽔)

・受⼊れ競技
サッカー（7⽉7⽇〜17⽇）
陸上競技（7⽉14⽇〜8⽉2⽇）
７人制ラグビー（男⼦︓7⽉14⽇〜21⽇・

⼥⼦︓7⽉18⽇〜24⽇）
・本市受⼊れ人数の想定
約200名（スタッフ含む）

BOAによる事前キャンプの全体概要
●宿泊地
横浜市みなとみらい地区、慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス

●横浜市受⼊れ施設及び競技
横浜国際プール︓⽔泳

●慶應義塾⼤学受⼊れ施設及び競技
⽇吉キャンパス︓バドミントン、ボクシング、フェンシング、
体操競技、柔道、空手、卓球、テコンドー、ウエイトリフ
ティング 他

●英国オリンピック代表チーム選手・スタッフの受⼊れ人数
約700名前後（想定）

英国代表チーム川崎キャンプサポーター（ボランティア）による運営支援

BOA・BPAとの契約に基づく交流事業等の実施

事前キャンプ受入れ事務局の運営

・事前キャンプ期間中の公開練習や選手・スタッフとのオンライン交流事業
・映像や写真等による事前キャンプ受⼊れの記録・保存とその市⺠向けへの報告や、英国へ向けた事前キャンプ受⼊れ
にかかる取組の発信等を通じた、川崎市におけるオリンピック・パラリンピックの思い出・経験値の共有

川崎市・横浜市・慶應義塾⼤学の三者合同で英国代表チームを受け⼊れることから、等々⼒陸上競技場での
選手・スタッフ受⼊れ⽀援業務に加え、情報の⼀元化・業務の効率化等を⽬的に、英国代表チームの宿泊、
移送などの管理・運営のための合同事務局を設置し、総合的な受⼊れ体制の充実を図る。

・令和元年7⽉に募集、同年11⽉にサポーター登録（227人）
令和3年4⽉の第2回継続希望調査において、157人のサポーターが活動を希望
・活動場所︓等々⼒陸上競技場及びみなとみらい地区の宿泊施設
・主な活動内容︓
セットアップ時の荷下ろし・開梱、バナー類の設置、競技⽤機器類の設置、導線分離、通訳、移送⽤⾞両の
荷物の積み下ろし、消毒、その他の⽤務 等

・サポーターが安全・安心に、やりがいを持って選手・スタッフをサポートすることができるよう、事前研修や専⽤SNS
を活⽤し、英国代表チームの最新情報や新型コロナウイルス感染症対策に関する情報等の共有を⾏う。
・キャンプ終了後も活動報告会などを通じ活動実績を共有・発信することで、成果を市⺠へ還元していく。

BPAによる事前キャンプの全体概要
●宿泊地
横浜市みなとみらい地区、慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス

●慶應義塾⼤学受⼊れ施設及び競技
⽇吉キャンパス︓⾞いすフェンシング、柔道、テコンドー、
パワーリフティング、アーチェリー 他

●英国パラリンピック代表チーム選手・スタッフの受⼊れ人数
約200名前後（想定）

●5⽉末にサポーター向けオンライン研修及び活動場所・時間の希望調査を実施、6⽉上旬に活動内容及びシフト
を決定のうえ、事前研修を実施して本番へ臨む。

・ホストタウンは感染防止対策をまとめた「受⼊れマニュアル」を作成し、ホストタウン等及び相手国・地域の間で、マニュアル
の遵守についてあらかじめ合意書を取り交わす。
・各国NOC・NPCは、ホストタウン・事前キャンプ地を含む国内⾏程を組織委員会に登録する。

各場面における主な対策
・移動︓公共交通機関を利⽤せず、専⽤⾞両により、選手等と⾃治体のアテンド担当者のみで移動
・宿泊︓他の宿泊客など、選手等以外の者との接触を避けるための措置
・練習会場︓貸切を原則とし、関係者以外の⽴⼊りは不可
・ホストタウン交流︓選手等との接触が⽣じない形態での交流を原則
・選手等の健康管理・⾏動管理︓選手等の⾏動は⽤務先（宿泊場所、競技会場、練習会場等）と⽤務先間の移動のみに限定
・検査︓選手等に対して、原則毎⽇検査を実施

ホストタウン等の関係者のうち、選手等に⼀定の接触がある可能性のある者に対しては、原則毎⽇検査を実施、その他、選
手等の⽤務先で活動する者に対しては、定期的に検査を実施

・感染疑い者等発⽣時の対応︓ホストタウン等の⾃治体は、都道府県や保健所と連携して、感染疑い者⼜は陽性者が出た場合の
対応フローを定める。

ホストタウン等における選⼿等受入れマニュアル作成の⼿引き【改訂】（令和3年4⽉改訂）概要

●BOA・BPAによる事前キャンプ受⼊れの１か⽉前までの合意書を取り交わしに向けて、横浜市、慶應義塾⼤学と
合同でマニュアルを作成中

「受入れマニュアル」に定める基本的事項
選手等及びホストタウン等の⾃治体の対応者の双方が遵守すべき感染防止の基本原則、選手等の滞在先・⽤務先、移動手段
についての制限・⾏動

広報・プロモーションに関する取組
・英国代表チーム応援ツアー
市⺠がオリンピック・パラリンピック⼤会期間中に、英国代表チームを競技場で応援するツアーを実施（ホストタウン
チケットとして、オリ陸上競技30枚、パラ陸上競技30枚を確保済）。追加については、今後の⼀般向け再販売の
状況により検討する。

・英国関連写真展
市⺠から英国に関連した写真をエピソード付きで募集し、ホームページ・Twitter等で発信するとともに、市内公共
施設（各区役所、市⺠館）等で巡回展を実施する。
募集期間︓2021年4⽉5⽇〜5⽉21⽇ 巡回展︓6⽉中旬から開始予定

・シティドレッシング※、キャンプ施設への装飾の実施
英国代表チーム応援の⼀環として、駅や公共交通機関を利⽤した広報、等々⼒陸上競技場のスタンド装飾や
ウェルカムゲートの設置等を実施
(※シティドレッシング:⼤型ポスターやフラッグ等を掲出して街を装飾すること。)

・広報啓発及び応援⽤グッズを活⽤したプロモーション
・市内イベントへのブース出展によるプロモーション(⽣⽥緑地ばら苑での出展（2021年5⽉17⽇〜21⽇）等）
・英国代表チーム川崎キャンプ推進協議会によるホストタウンフレーム切手（6⽉中旬⼀般販売予定）、選手名鑑
の製作
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